
=
書
　
　
評
=

秋
田
茂
・
籠
谷
直
人
編

『
一
九
三
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
』

64

布富西

川澤向

芳宏

弘亜介

本
書
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
に
お
い
て
模
索
さ
れ
、
形
成
さ

れ
た
「
国
際
秩
序
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
問
貿
易
国
論
と
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
の
成
果
を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
論
文
集
で
あ

る
。一

九
三
〇
年
代
の
世
界
経
済
は
、
一
ノ
九
二
九
年
の
大
恐
慌
後
に
お
け

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
経
済
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
政
策
の
採
用
に
よ
っ
て
、
自

由
な
通
商
体
制
が
終
焉
を
告
げ
た
時
代
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
ま

た
、
ア
ジ
ア
史
に
お
い
て
は
、
植
民
地
本
国
の
支
配
に
対
す
る
政
治
的

独
立
達
成
の
前
史
と
し
て
、
「
経
済
的
支
配
と
政
治
的
対
抗
」
と
い
う

二
項
対
立
的
に
描
か
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
通
説
に
は
、
「
ア
ジ
ア
の
経
済
的
対
応
」
　
の
側

面
　
(
視
角
)
　
が
欠
如
し
て
い
た
と
す
る
の
が
、
編
者
が
提
起
す
る
課
題

で
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
積
極
的
な
経
済
的
対
応
の
側
面
を
描
き
、
「
支
配

と
抵
抗
」
と
い
う
従
来
の
視
角
で
は
捕
捉
で
き
な
い
ア
ジ
ア
植
民
地
と

植
民
地
本
国
と
の
相
互
依
存
・
補
完
関
係
に
言
及
す
る
こ
と
が
、
本
書

の
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
各
論
文
に
つ
い
て
批
評
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
本
稿

は
、
広
島
近
世
近
代
史
研
究
会
　
(
二
〇
〇
二
年
五
月
十
八
日
)
　
の
合
評

会
で
の
報
告
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
、
一
　
二
　
(
第
一
～
三
章
)

を
西
向
、
三
　
(
第
四
～
八
草
)
　
を
{
‖
日
揮
、
四
　
(
第
九
～
一
一
章
)
　
を
布

川
が
分
担
執
筆
し
た
。
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二

第
一
章
花
谷
商
人
「
紙
業
通
商
摩
擦
閃
電
と
日
本
の
経
済
外
交
」
は
、

一
九
三
〇
年
代
の
絹
業
通
商
摩
持
問
題
を
通
し
て
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
・

オ
ラ
ン
ダ
績
ア
ジ
ア
精
民
地
と
の
経
済
的
相
互
依
存
関
係
の
特
散
を
検

討
し
た
も
の
で
あ
る
。

通
説
で
は
、
日
本
鴇
製
品
の
対
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
の
拡

大
が
世
界
窟
清
の
　
「
保
護
主
義
」
的
傾
向
を
強
め
、
日
本
も
日
印
会

商
・
日
南
会
商
の
　
「
失
敗
」
を
通
し
て
世
界
経
済
か
ら
「
孤
立
」
す
る

傾
向
を
強
め
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
籠
谷
氏
は
、
一
九
三
六
年
ま
で
、

日
本
は
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
と
の
通
商
関
係
を
弱
め
る
こ
と
も
な

く
、
世
界
経
済
か
ら
も
孤
立
化
し
な
か
っ
た
と
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
対
ア
ジ
ア
植
民
地
政
策
は
、

本
国
製
品
の
輸
出
拡
大
に
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
金
融
的
利

害
(
帝
国
内
で
の
ポ
ン
ド
の
防
衛
)
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
。

そ
の
際
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
は
、
ア
ジ
ア
植
民
地
の
第
一
次
産
品
の
購
入

者
と
し
て
立
ち
現
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
を
第
一
次
産
品
の
購
入
者
と

し
て
関
わ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
植
民
地
の
輸
出
回
復
・
貿
易

黒
字
の
拡
大
を
図
っ
た
の
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
通
商
摩
擦
問
題

を
討
議
し
た
日
印
・
H
蘭
会
商
に
つ
い
て
は
、
日
本
製
品
へ
の
排
他
性

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
通
商
的
相
互
依

存
関
係
を
維
持
す
る
方
向
に
結
果
し
た
と
述
べ
た
。

ま
た
、
当
時
の
日
本
の
経
済
外
交
の
課
題
は
、
む
し
ろ
東
ア
ジ
ア
外

交
が
主
軸
で
あ
り
、
日
印
・
日
蘭
会
商
に
見
ら
れ
る
南
ア
ジ
ア
・
東
南

ア
ジ
ア
外
交
は
、
英
蘭
か
ら
日
本
の
東
ア
ジ
ア
支
配
へ
の
追
認
を
引
き

出
す
た
め
の
副
次
的
条
件
で
あ
っ
た
と
し
、
会
商
で
の
結
論
が
日
本
の

孤
立
化
を
促
す
よ
う
な
方
向
へ
向
か
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
た
。

第
二
章
杉
原
薫
「
束
ア
ジ
ア
に
お
け
る
工
業
化
型
通
貨
秩
序
の
成
立
」

は
、
一
九
三
〇
年
代
の
　
「
世
界
貿
易
の
崩
壊
」
　
に
あ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア

に
お
い
て
急
速
な
工
業
化
を
促
す
通
貨
秩
序
が
成
立
し
た
要
因
を
追
究

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
の
世
界
経
済
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
恐
慌
後
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
城
内
貿
易
が
分
裂
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
よ
る
保
護
主
義

化
が
進
ん
だ
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
通
説
の
修
正
点
を
い
く

つ
か
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
イ
ギ
リ
ス
通
貨
圏
=
ス
タ
ー
リ
ン
グ
圏
成

立
の
意
味
に
つ
い
て
で
あ
り
、
一
九
三
二
年
以
降
に
日
本
や
中
国
が
通

貨
価
値
を
ポ
ン
ド
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
な
ど
、
多
く
の
周
辺
諸
国
が
通
貨

価
値
を
ポ
ン
ド
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
っ
た
点
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
圏
の
大

き
な
特
徴
で
あ
る
と
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
圏
は
関
税
ブ
ロ
ッ
ク
を
は
る

か
に
超
え
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
よ
り
も
協
調
に
与
し
た
と
す
る
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
諸
地
域
で
構
成
さ
れ
る
特
恵
関
税
ブ
ロ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
自
己
完
結
的
で
は
な
か
っ
た
と
し
、
日
本
と
の
貿
易
も
含

め
、
む
し
ろ
ブ
ロ
ッ
ク
外
と
の
貿
易
は
大
英
帝
国
の
経
済
力
全
体
を
支

え
る
大
前
提
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
欧
米
の
為
替
切
り
下
げ
競
争
に
つ
い
て
も
、
従
来
は
近
隣

窮
乏
化
政
策
と
さ
れ
て
き
た
が
、
東
ア
ジ
ア
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
圏
化
が

示
す
よ
う
に
、
む
し
ろ
世
界
経
済
の
回
復
に
貢
献
し
た
と
評
価
し
た
。
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東
ア
ジ
ア
の
工
業
化
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
日
本
史
研
究
が
、
閉
鎖

的
円
ブ
ロ
ッ
ク
や
日
本
の
植
民
地
・
勢
力
圏
の
拡
大
と
結
び
つ
け
て
理

解
し
て
き
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
、
日
中
両
国
が
政
治
的
軍
事
的
対

立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
米
と
の
協
調
を
通
じ
て
、
事
実
上
相
互
補
完

的
な
工
業
化
政
策
を
と
り
続
け
た
と
す
る
。
通
説
で
は
、
一
九
三
〇
年

代
以
降
、
日
中
間
で
通
貨
戦
争
　
(
敵
の
通
貨
を
駆
逐
し
て
自
国
の
通
貨

の
み
を
流
通
さ
せ
る
戦
略
)
　
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
実

際
に
は
、
日
中
戦
争
の
勃
発
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
三
八
年
初
頭
ま

で
円
と
元
と
の
交
換
レ
ー
ト
は
ポ
ン
ド
に
リ
ン
ク
し
つ
つ
安
定
し
て
お

り
、
貿
易
の
回
復
に
つ
な
が
っ
た
と
述
べ
た
。

第
三
草
堀
和
生
「
日
本
帝
国
の
膨
張
と
植
民
地
工
業
化
-
東
ア
ジ
ア

の
国
際
関
係
-
」
は
、
杉
原
式
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
ア
ジ
ア
間
貿
易
国
論
」

を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
資
本
主
義
史
・
日
本
帝
国
主
義
史
の
立
場
か
ら
疑

問
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

杉
原
説
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
内
貿
易
は
、
第
一
次
大
鼓

以
前
の
ア
ジ
ア
国
際
分
業
体
制
の
枠
組
み
と
基
本
的
な
変
化
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
牧
歌
的
で
あ
る
と
批
判
し
、

一
九
〇
〇
～
四
〇
年
の
問
に
日
本
の
貿
易
構
造
は
大
き
く
変
化
し
た
と

す
る
。す

な
わ
ち
、
一
九
二
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
内
貿
易
で
H
現
も
太
か
っ
た
日

中
間
の
貿
易
環
節
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
日
本
の
中
国
侵
略
の
過
程

で
殆
ど
切
断
さ
れ
、
日
本
の
対
ア
ジ
ア
貿
易
は
、
日
本
の
植
民
地
・
占

領
地
と
の
関
係
の
膨
張
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
貿

易
構
造
は
、
新
し
い
生
産
力
を
代
表
す
る
米
国
か
ら
の
輸
入
に
決
定
的

に
依
存
す
る
日
本
が
、
本
国
の
重
化
学
工
業
の
発
展
を
軸
に
、
植
民
地

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
国
際
的
地
位
上
昇
の
た
め
の
踏
み
台
に
す

る
と
い
う
、
戦
前
期
日
本
の
戦
略
的
志
向
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
、
ア
ジ
ア
内
貿
易
の
相
互
発
展
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
植
民
地

依
存
型
の
経
済
発
展
の
道
を
選
択
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
。

ま
た
、
杉
原
説
で
は
、
ア
ジ
ア
内
貿
易
を
イ
ン
ド
・
中
国
・
東
南
ア

ジ
ア
・
日
本
　
(
植
民
地
を
除
く
)
　
の
四
つ
の
地
域
間
の
広
域
交
易
と
規

定
し
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
に
は
こ
れ
と
全
く
異
な
る
環
節
と
し
て
、
日

本
と
そ
の
植
民
地
と
の
貿
易
環
節
が
存
在
し
、
こ
れ
が
急
膨
張
し
て

い
っ
た
と
す
る
。
と
く
に
満
州
に
つ
い
て
は
、
満
州
事
変
・
満
州
国
創

出
に
よ
り
日
本
帝
国
経
済
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
が
、
杉
原
説
で
は
、

日
本
が
満
州
を
植
民
地
と
し
て
中
国
か
ら
分
掟
さ
せ
た
一
九
三
一
年
以

降
も
、
日
本
と
満
州
と
の
貿
易
を
従
前
と
同
じ
く
日
中
間
貿
易
に
組
み

込
ん
で
お
り
、
こ
れ
で
は
侵
略
に
よ
っ
て
拡
大
す
る
日
本
資
本
主
義
・

帝
国
主
義
の
動
き
を
捉
え
ら
れ
な
い
と
批
判
し
た
。

以
上
が
各
章
の
要
約
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ア
ジ
ア
固
際
通
商
秩
序

を
め
ぐ
る
議
論
全
作
の
感
想
を
述
べ
、
各
串
の
批
評
に
代
え
た
い
と
思

う
が
、
問
題
点
を
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、
政
治
間
題
の
相
対
化
と
い
う

点
に
ほ
ぼ
葉
約
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

籠
谷
論
文
で
は
、
日
印
・
日
萬
会
商
を
め
ぐ
る
英
出
帝
国
主
義
と
日

本
と
の
経
済
外
交
の
協
調
的
性
格
が
弘
謂
さ
れ
る
が
、
一
九
三
六
年
末

の
貿
易
税
別
に
よ
っ
て
日
本
が
国
際
政
治
に
お
い
て
こ
立
化
し
て
い
く

時
点
ま
で
、
日
本
と
束
ア
ジ
ア
と
の
政
治
的
摩
接
に
つ
い
て
は
、
あ
ま

り
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
杉
原
論
文
で
は
、
日
中
両
国
が
政
治
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的
軍
事
的
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
米
と
の
協
調
を
通
じ
て
、
事
実

上
H
互
鴇
完
的
な
工
業
化
政
策
を
と
り
設
け
た
と
す
る
が
、
そ
こ
で
述

べ
ら
れ
る
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
の
対
ア
ジ
ア
関
係
史
は
、
「
円
ブ
ロ
ッ

ク
だ
大
」
と
い
う
通
は
問
題
・
程
済
聞
出
に
は
は
限
定
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

一
方
、
「
通
説
」
と
さ
れ
る
議
論
で
は
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の
国
際
間

棒
に
つ
い
て
、
沼
州
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
で
の
日
本
の
経
済
的

利
害
が
、
軍
託
の
利
害
と
不
可
分
の
形
で
追
求
さ
れ
る
過
程
と
し
て
描

か
れ
て
き
た
。
悶
え
ば
、
一
九
二
四
年
五
月
の
「
対
支
政
策
要
綱
」
　
に

よ
り
、
「
沼
蒙
特
殊
桔
益
」
　
の
維
持
拡
大
が
日
本
帝
国
存
立
に
不
可
欠

と
す
る
拉
軍
の
主
張
を
内
閣
が
公
認
し
、
権
益
の
中
核
的
担
い
手
で
あ

る
清
鉄
が
日
本
に
お
け
る
重
化
学
工
業
部
門
を
補
完
し
っ
つ
、
軍
部
・

政
友
会
と
も
通
じ
て
、
消
蒙
の
中
国
関
内
か
ら
の
分
離
工
作
に
関
わ
っ

て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
の
影
響
で
満

鉄
が
経
営
不
振
に
陥
る
と
、
こ
れ
が
「
満
蒙
特
殊
権
益
」
　
の
危
機
と
位

置
づ
け
ら
九
、
国
内
世
論
を
高
め
る
た
め
、
柳
条
湖
事
件
の
謀
略
が
関

東
軍
に
よ
っ
て
運
行
さ
れ
て
い
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
満
州
事
変
後
は
、

鉄
鋼
増
殖
に
必
要
な
鉄
鉱
石
を
満
州
・
華
北
へ
と
求
め
る
志
向
が
政
府

内
で
強
ま
り
、
さ
ら
に
華
北
の
分
離
工
作
へ
と
関
東
軍
を
駆
り
立
て
て

い
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
(
大
石
嘉
一
郎
福
『
日
本
帝
国
主
義
史
』
2
、

一
九
八
七
、
東
京
大
学
出
版
会
)
。

こ
の
よ
う
な
政
治
的
・
軍
事
的
動
向
は
、
ま
さ
に
「
円
ブ
ロ
ッ
ク
拡

大
」
に
よ
る
束
ア
ジ
ア
の
工
業
化
に
と
っ
て
不
可
欠
の
問
題
と
し
て
位

置
づ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、
掘
氏
の
論
文
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
貿
易
の
焙
発
的
膨
張
を
日
本
帝
国
経
済
国
の
拡
大
を
示
す
も
の
と
し

て
お
り
、
杉
原
論
文
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
た
だ
、
堀
氏
の
見
解
は
一

九
三
〇
年
代
に
限
定
し
た
問
題
と
し
て
立
論
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前

の
ア
ジ
ア
内
貿
易
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
杉
原
説
の
学
問
的
意
義

を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
経
済
の
相
互
依
存
補
完
関
係
と
い
う
論
理
に
お
け

る
政
治
史
の
相
対
化
、
お
よ
び
掘
氏
が
批
判
し
た
よ
う
な
年
代
的
変
化

の
捉
え
方
の
問
題
　
(
あ
ま
り
に
一
貫
し
た
連
続
性
の
重
視
)
　
は
、
一
九

三
〇
年
代
に
限
ら
ず
、
む
し
ろ
、
ア
ジ
ア
間
貿
易
国
論
全
体
を
通
し
て

指
摘
し
う
る
問
題
点
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
　
(
石
井
寛
治
「
ア
ジ
ア
貿
易

圏
の
形
成
と
再
編
」
　
〔
浜
下
武
志
・
川
勝
平
太
編
　
『
ア
ジ
ア
交
易
国
と

日
本
工
業
化
し
、
一
九
九
一
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
〕
)
。

ア
ジ
ア
の
国
際
通
商
秩
序
を
説
く
近
年
の
議
論
は
、
確
か
に
、
日
本

帝
国
主
義
・
資
本
主
義
史
の
側
か
ら
の
　
「
通
説
」
に
不
足
し
て
い
た
ア

ジ
ア
か
ら
の
経
済
的
対
応
の
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
点
に
研
究
史
的
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
　
(
中
村
暫
『
近
代
東

ア
ジ
ア
史
像
の
再
構
成
』
　
〔
二
〇
〇
〇
、
桜
井
書
店
〕
な
ど
も
、
そ
の

点
を
評
価
す
る
)
。
し
か
し
、
政
治
的
・
軍
事
的
側
面
と
の
兼
ね
合
い

(
第
二
次
大
戦
の
起
源
を
め
ぐ
る
問
題
)
　
を
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る

以
上
、
「
通
説
」
を
凌
駕
す
る
議
論
と
し
て
は
位
置
づ
け
に
く
い
と
思

わ
れ
る
。
籠
谷
氏
は
、
ア
ジ
ア
間
貿
易
圏
論
に
つ
い
て
、
戦
前
の
　
「
大

東
亜
共
栄
圏
」
論
と
重
ね
合
わ
せ
て
認
識
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、

な
に
が
し
か
「
危
な
い
」
議
論
で
あ
る
と
の
印
象
を
与
え
て
い
る
の
で
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は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
間
貿
易
圏
論
へ
の
批
判

は
、
そ
の
よ
う
な
印
象
に
基
づ
く
だ
け
で
な
く
、
「
通
説
」
が
不
可
避

的
に
組
み
込
ん
で
き
た
帝
国
主
義
や
植
民
地
支
配
な
ど
の
問
題
が
全
体

と
し
て
希
薄
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
方
法
論
自
体
の
問
題
性
に
も
あ

る
こ
と
を
、
お
さ
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

第
四
章
林
清
紅
「
日
本
植
民
地
期
台
湾
の
対
溝
洲
貿
易
促
進
と
そ
の

社
会
的
意
義
　
(
一
九
三
二
-
一
九
四
一
年
)
」
は
、
「
満
州
国
」
　
(
以
下
、

括
弧
を
省
略
)
　
成
立
以
降
、
急
速
に
拡
大
し
た
台
湾
の
対
清
州
貿
易
と

従
来
か
ら
の
対
華
南
貿
易
を
比
較
し
、
台
湾
商
人
が
対
蒲
貿
易
か
ら
貴

重
な
国
際
的
貿
易
の
経
験
を
蓄
積
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
戦
後
に
台

湾
人
と
在
大
陸
中
国
人
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
共
有
を
困
雉
に
し

た
こ
と
を
も
検
討
し
て
い
る
。

台
湾
の
対
溝
輸
出
の
主
力
商
品
は
、
満
州
国
成
立
以
前
の
工
業
製
品

か
ら
第
一
次
産
品
へ
と
変
化
し
、
台
湾
に
お
け
る
輸
出
用
農
産
品
の
生

産
を
促
し
た
。
日
本
政
府
の
統
制
下
に
あ
っ
た
台
湾
の
対
溝
貿
易
に
お

い
て
は
日
本
商
人
が
主
導
的
立
場
を
占
め
て
い
た
が
、
台
湾
商
人
も
次

第
に
活
動
の
場
を
広
げ
、
台
湾
北
部
の
商
人
は
茶
貿
易
を
通
じ
て
、
中

南
部
の
商
人
は
果
実
・
武
莱
貿
易
を
通
じ
て
対
満
貿
易
に
参
加
し
た
。

林
論
文
は
、
こ
の
よ
う
な
中
南
部
の
地
方
商
人
の
対
外
貿
易
活
動
へ
の

参
加
に
よ
り
、
台
拷
全
土
と
下
層
レ
ベ
ル
に
ま
で
国
際
的
貿
易
の
経
験

が
蓄
積
さ
れ
た
こ
と
を
重
視
す
る
。
ま
た
満
州
に
お
け
る
阿
片
販
売
に

お
い
て
も
日
本
政
府
は
台
湾
商
人
を
利
用
し
た
が
、
福
建
の
よ
う
な
台

湾
人
を
利
用
し
た
非
合
法
商
業
行
為
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
福
建
で

見
ら
れ
た
よ
う
な
台
湾
人
と
在
大
陸
中
国
人
問
の
感
情
の
組
齢
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
と
す
る
。

第
五
章
久
保
亨
「
戦
間
期
中
国
の
対
外
経
済
政
策
と
経
済
発
展
」
は
、

中
国
国
民
政
府
に
よ
る
関
税
政
策
の
展
開
を
考
察
し
、
そ
れ
が
三
〇
年

代
に
お
け
る
中
国
の
経
済
発
展
と
国
際
関
係
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え

た
の
か
を
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
民
政
府
に
よ
る
関
税
改
訂
は
、
一
九
二
八
年
、
三
〇
年
、
三
三
年
、

三
四
年
と
四
度
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
当
初
は
、
財
政
関
税
と
し

て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
保
護
関
税
的
な
性
格
を
強
め
、

対
日
妥
協
と
し
て
国
内
世
論
の
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
三
四
年
関

税
に
お
い
て
も
保
護
関
税
的
性
格
は
維
持
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
ら
の

関
税
改
訂
に
よ
っ
て
輸
入
関
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
税

収
は
大
幅
に
増
加
し
て
国
民
政
府
財
政
を
支
え
る
こ
と
な
り
、
ま
た
三

二
年
以
降
に
は
輸
入
が
激
減
し
、
軽
工
業
を
中
心
と
し
た
輪
入
代
書
工

業
化
と
い
う
中
国
の
経
済
構
造
の
変
容
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
済
構
造
の
変
容
は
、
貿
易
に
お
け
る
軽
工
業
製
品
の
拾

入
減
少
と
生
産
財
を
中
心
と
し
た
重
工
業
製
品
の
増
加
へ
と
つ
な
が

り
、
日
本
の
よ
う
に
軽
工
業
品
の
対
中
輸
出
の
多
か
っ
た
回
に
経
済
的

打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
は
政
治
的
軍
事
的
圧
力
に
よ
る
た

路
確
保
へ
と
む
か
う
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
中

国
の
関
税
引
き
上
げ
を
可
能
と
し
た
国
際
秩
序
と
し
て
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
=
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
が
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
お
け
る
民
族
運
動
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と
民
族
主
義
的
要
求
を
あ
る
程
度
ま
で
許
容
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
、

ま
た
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
の
投
書
も
関
税
引
上
げ
を
抑
制
し
な
い
方
向
に

封
い
た
と
し
て
い
る
。

第
六
章
斑
島
渉
「
r
帝
国
」
秩
序
と
検
疫
-
二
〇
世
紀
初
期
、
東
ア

ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
　
「
衛
生
」
　
の
政
治
学
」
は
、
国
際
連
盟

に
よ
る
保
に
民
間
設
立
を
契
技
と
し
た
検
疫
制
度
の
再
編
を
、
日
本
と

中
国
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
、
国
際
秩
序
へ
対
応
し
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

飯
島
論
文
は
、
日
本
で
は
条
約
改
正
を
契
桟
と
し
て
、
国
内
の
衛
生

事
業
の
　
「
制
度
化
」
と
、
そ
れ
の
　
「
帝
国
」
内
へ
の
拡
大
が
行
わ
れ
、

そ
し
て
二
〇
世
紀
初
期
に
は
、
台
湾
総
督
府
に
み
ら
れ
る
積
極
的
な
衛

生
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
欧
米
諸
国
の
形
成
し
た
国
際
秩
序
に
介
入
し

た
と
す
る
。
一
方
、
中
国
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
統
一
的
な
検
疫

段
椿
が
存
在
せ
ず
、
周
辺
地
域
の
伝
染
病
流
行
の
一
因
と
見
な
さ
れ
、

中
国
人
に
対
す
る
差
別
的
検
疫
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
よ
り
、
検
疫
、

衛
生
行
政
の
確
立
に
よ
る
国
際
的
地
位
の
回
復
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
う

し
て
中
華
民
国
成
立
以
降
に
は
、
医
療
と
衛
生
の
　
「
制
度
化
」
が
着
実

に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
中
国
は
国
際
連
盟
の
も

と
で
の
国
際
秩
序
に
参
入
す
る
こ
と
を
通
じ
て
「
国
家
建
設
」
を
行
っ

た
が
、
日
本
は
新
た
な
国
際
秩
序
を
模
索
し
た
と
さ
れ
る
。

第
七
章
池
本
幸
生
「
東
南
ア
ジ
ア
の
貿
易
と
経
済
」
は
、
東
南
ア
ジ

ア
、
特
に
タ
イ
か
ら
の
視
点
に
よ
り
、
杉
原
薫
氏
の
　
「
ア
ジ
ア
間
貿
易

論
」
を
批
判
的
に
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
杉
原
説
で
は
、
一
九
三
〇

年
代
の
東
南
ア
ジ
ア
は
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
安
価
な
工
業
製
品
の
流
入

に
よ
り
、
輸
入
代
替
工
業
化
へ
の
契
機
を
失
い
、
欧
米
諸
国
に
対
し
て

「
周
辺
」
と
し
て
の
従
属
的
な
発
展
し
か
望
め
ず
、
そ
の
中
で
も
タ
イ

は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
米
供
給
地
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
せ
ら
れ
た

た
め
に
「
周
辺
の
周
辺
」
に
お
い
や
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
池
本
論
文
は
、
三
〇
年
代
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
を
分
析
し
、

大
恐
慌
か
ら
の
回
復
過
程
に
お
い
て
、
輸
出
の
大
幅
な
回
復
と
相
反
す

る
輸
入
の
未
回
復
に
よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
で
は
貿
易
黒
字
が
大
幅
に
増

加
し
、
三
〇
年
代
の
日
本
製
品
の
東
南
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
参
入
は
、
東

南
ア
ジ
ア
の
経
済
循
環
を
大
き
く
撹
乱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
結

論
づ
け
る
。
ま
た
三
〇
年
代
に
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
導
か
れ
て
、
自
由
貿
易
体
制
か
ら
「
内
向
き
の
」
経
済
政
策
に
よ

る
「
開
発
の
時
代
」
　
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
と
も
さ
れ
、
そ
の
一
例

と
し
て
タ
イ
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
タ
イ
政
府
は
、
マ
ク

ロ
経
済
の
健
全
性
の
維
持
こ
そ
が
タ
イ
の
独
立
維
持
へ
つ
な
が
る
と
し

て
工
業
化
や
経
済
開
発
政
策
に
慎
重
な
態
度
を
採
っ
て
き
た
。
し
か
し

一
九
二
六
年
の
関
税
自
主
権
の
回
復
を
契
機
と
し
て
、
三
二
年
の
立
憲

革
命
以
降
、
政
府
は
開
発
に
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
三
〇

年
代
に
は
華
僑
の
経
済
的
影
響
力
排
除
の
た
め
に
政
府
主
導
に
よ
る
工

場
建
設
政
策
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
政
策
は
成
功
を
収
め
る
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
タ
イ
政
府
が
そ
れ
ま
で
の
自
由
貿
易
体
制
の
枠
組
み

か
ら
抜
け
出
す
政
策
を
採
用
し
た
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

第
八
章
柳
沢
悠
「
英
印
経
済
関
係
と
イ
ン
ド
工
業
化
の
一
側
面
-
第

二
次
日
印
会
商
　
(
一
九
三
エ
バ
～
三
七
年
)
　
を
中
心
に
ー
」
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
対
イ
ン
ド
経
済
政
策
を
通
し
て
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
」
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を
批
判
的
に
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義

論
」
　
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
イ
ン
ド
政
策
は
イ
ン
ド
の
対
英
債
務
の
確

実
な
返
済
と
い
う
財
政
的
要
求
を
最
重
要
視
し
、
そ
の
た
め
に
は
自
国

製
品
よ
り
も
イ
ン
ド
製
品
の
輸
出
市
場
確
保
を
重
要
視
し
た
と
す
る
。

柳
沢
論
文
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
第
二
次
日
印
お
よ
び
日
本
・
ビ
ル

マ
会
商
と
、
イ
ン
ド
の
輸
入
関
税
引
き
上
げ
と
イ
ン
ド
の
工
業
化
促
進

の
二
点
か
ら
再
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

柳
沢
論
文
は
、
第
二
次
日
印
お
よ
び
日
本
・
ビ
ル
マ
会
商
に
お
い
て
、

現
地
政
庁
の
自
国
製
品
市
場
確
保
の
希
望
に
反
し
、
英
本
国
政
府
(
商

務
省
、
イ
ン
ド
省
)
　
は
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
の
市
場
確
保
に
積
極
的
で
現
地

製
品
の
販
路
確
保
に
は
消
極
的
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
英
帝
国
内
に
お
け

る
現
地
製
品
へ
の
特
恵
講
評
も
、
英
本
国
製
品
へ
の
市
場
提
供
を
前
提

と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
」

の
前
提
と
な
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
圏
の
「
開
放
」
性
に
も
疑
問
を
呈
す
る
。

そ
し
て
イ
ン
ド
の
工
業
発
展
の
背
景
と
な
っ
た
輸
入
関
税
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
も
、
イ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
成
長
へ
の
危
惧
か
ら
、

政
治
的
安
定
を
重
視
し
た
結
果
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

第
四
章
の
林
論
文
は
、
日
本
「
帝
国
」
　
の
開
銀
的
経
済
環
境
内
で
の

植
民
地
台
湾
の
対
応
を
解
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
三
章
の
堀
論
文
を

実
証
面
で
補
完
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
第
六
章
の
飯
島
論
文

は
、
回
民
経
済
形
成
の
前
提
条
件
と
し
て
の
検
疫
体
制
の
確
立
を
日
中

両
国
の
近
代
史
か
ら
実
証
的
に
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
章
の
久

保
論
文
、
第
七
草
の
池
本
論
文
、
第
八
章
の
柳
沢
論
文
は
、
独
立
国
と

植
民
地
の
体
制
の
異
な
り
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ま
で
「
周
辺
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
国
々
が
、
三
〇
年
代
に
輸
入
関
税
引
き
上
げ
な
ど

の
政
策
に
よ
り
、
内
向
き
の
輸
入
代
替
工
業
化
戦
略
を
採
用
し
、
国
民

経
済
の
形
成
へ
と
向
か
う
姿
を
解
明
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る

も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
の
　
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
」

の
相
対
化
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
持
つ
意
義
の
一
つ
は
、
こ
の

よ
う
に
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら

見
た
場
合
の
、
限
界
性
や
可
能
性
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
感
じ

た
。

四

第
九
草
木
畑
洋
一
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
変
容
と
菓
ア
ジ
ア
」
は
、
一

九
三
〇
年
代
に
お
け
る
束
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
を
、
「
話
力
の
せ
め
ぎ
あ

い
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
と
ら
え
、
そ
の
　
「
話
力
」
　
の
な
か

で
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
束
ア
ジ
ア
国
際
関
係
が
と
り
え
た
選
択
肢
の
指
を
う
き
は
h
リ
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
初
頭
、
イ
ギ
リ
ス
は
海
軍
力
の
翳
り
、
固
際
金
本
位

制
の
破
綻
、
イ
ン
ド
独
立
運
動
な
ど
の
民
族
運
動
の
台
頭
や
自
治
領
の

自
立
化
に
直
面
す
る
な
か
で
、
帝
国
-
連
邦
作
別
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
闇

を
形
成
し
っ
つ
、
民
族
運
動
に
対
し
て
話
し
合
い
の
姿
勢
を
示
し
帝
国

再
編
成
を
は
か
っ
て
い
く
。
木
畑
芸
文
は
、
そ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の

「
政
策
を
貴
く
方
向
性
」
が
束
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
貴
慮
し
て
い
た
と

と
ら
え
る
。
つ
ま
り
、
帝
国
再
編
成
の
た
め
に
中
国
に
お
け
る
権
益
と
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「
威
信
」
、
お
よ
び
中
国
市
場
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

そ
の
た
め
に
中
国
の
民
族
運
動
に
「
共
感
」
と
「
理
解
」
を
示
す
。
そ

し
て
、
下
手
を
す
る
と
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動
を
刺
放
し
か
ね
な
い
日
本

の
中
国
侵
略
に
対
し
て
、
清
川
支
配
を
容
認
す
る
な
ど
の
宥
和
的
な
姿

勢
を
示
し
な
が
ら
懐
柔
を
は
か
っ
て
い
っ
た
、
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
列
強
の
な
か
で
日
本
に
最
も
宥
和
的
な
姿
勢
を
示
し
た
イ

ギ
リ
ス
の
政
策
を
、
帝
国
再
編
成
に
よ
る
権
益
と
威
信
の
維
持
と
い
う

文
路
で
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
後
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
こ
う
し
た
宥
和

的
な
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
大
蔵
省
を
中
心
に
対
日
接
近
策
が
模

索
さ
れ
、
日
中
全
面
戦
争
が
は
じ
ま
る
直
前
ま
で
こ
う
し
た
方
向
性
が

維
持
さ
れ
た
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
三
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省

が
日
本
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
の
日
本
製
品
の
輸
入
割
当
制
を
緩

和
す
る
な
ど
、
「
経
済
的
宥
和
政
策
」
を
進
め
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、

日
本
の
側
で
も
陸
軍
の
対
中
国
政
策
見
直
し
の
機
運
が
生
じ
る
な
か
で

佐
藤
尚
武
外
相
の
対
英
協
調
外
交
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
木

畑
論
文
は
そ
こ
に
両
国
の
関
係
改
善
=
束
ア
ジ
ア
国
際
関
係
の
選
択
肢

の
幅
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。

第
一
〇
章
石
井
修
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
移
行
期
の
米
国
と
東
ア
ジ
ア
ー
英

国
と
の
関
係
で
ー
」
は
、
戦
間
期
を
「
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
」
か
ら

「
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」
に
移
行
す
る
過
渡
期
、
そ
し
て
、
米
英

協
調
体
制
こ
そ
成
立
し
て
い
な
い
も
の
の
東
ア
ジ
ア
で
の
現
状
維
持
を

望
む
点
で
両
者
の
利
害
が
一
致
し
て
い
た
時
期
、
す
な
わ
ち
、
「
パ
ク
ス
・

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ニ
カ
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
ア
メ
リ
カ
は
経
済
力
で
イ
ギ
リ
ス
を
逆
転
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
伝
統
的
な
「
孤
立
主
義
」
　
に
向
か
い
、
世
界
の
秩
序
を
力

で
維
持
す
る
意
志
を
欠
い
て
い
た
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
貿

易
活
動
を
見
る
と
、
日
本
と
の
貿
易
が
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
を
庄
倒
し
て

お
り
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
原
綿
、
石
油
、
鉄
鋼
製
品
、
機
械
、
自
動

車
な
ど
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
客
観
的
に
は
「
日
本
の
産
業
の

軍
事
化
を
手
助
け
」
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
と

中
国
と
の
貿
易
は
イ
ギ
リ
ス
を
上
回
っ
て
い
た
が
資
本
輸
出
は
イ
ギ
リ

ス
の
七
分
の
一
し
か
な
く
、
中
国
の
政
治
的
不
安
定
要
因
に
対
す
る
配

慮
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
国
政
策
も
消
極
的
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の

中
国
に
対
す
る
強
い
政
治
的
・
経
済
的
コ
ミ
ッ
ト
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。

石
井
論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
う
し
た
孤
立
主
義
の
な
か
で
、
ナ
チ
ス

の
台
頭
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
へ
の
力
の
分
散
を
避
け
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
判
断
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
宥
和
政
策
の
源
泉
と
な
っ
て

い
た
、
と
理
解
し
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
に
対
す
る
債
権
投
資
は
ア
ジ
ア

で
最
大
で
あ
り
、
日
本
が
重
工
業
化
し
産
業
が
軍
事
化
し
て
い
く
上
で

ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
は
死
活
的
に
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、

そ
れ
は
、
日
本
が
一
方
的
に
対
米
貿
易
赤
字
を
拡
大
し
っ
づ
け
る
構
造

の
中
で
の
　
「
相
互
補
完
性
」
　
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
は
日

本
に
対
し
て
経
済
封
鎖
と
い
う
カ
ー
ド
が
切
れ
る
強
い
立
場
を
築
く
こ

と
に
な
っ
た
。

第
一
一
章
秋
田
茂
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
と
東
ア
ジ
ア
ー
日

本
・
中
国
の
工
業
化
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
認
識
一
八
九
〇
～
一
九
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三
〇
年
代
」
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
の
観
点
か
ら
、
世
紀

転
換
期
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
い
た
る
時
期
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
と

日
本
・
中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
経
済
が
強
い
相
互
補
完
性
を

も
っ
て
い
た
こ
と
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
論
調
や
、
領

事
報
告
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
ソ
ム
に
代
表
さ
れ
る
政
府
当
事
者
の
認
識

を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

世
紀
転
換
期
に
お
い
て
、
日
本
綿
業
が
発
展
す
る
な
か
で
イ
ギ
リ
ス

製
機
械
・
金
属
製
品
の
輸
入
が
増
加
し
、
ま
た
、
日
本
は
イ
ン
ド
綿
花

を
大
量
に
輸
入
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
日
露
戦
争
時
の
外
債
発

行
に
よ
っ
て
日
本
の
産
業
発
展
と
シ
テ
ィ
の
金
融
資
本
の
利
害
と
が
結

び
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
世
紀
転
換
期
、
日
本
と
イ
ギ

リ
ス
と
い
う
二
つ
の
帝
国
の
間
で
経
済
的
な
相
互
補
完
関
係
形
成
の
萌

芽
が
見
ら
れ
た
と
す
る
。

戦
間
期
に
は
、
日
本
に
お
け
る
機
械
製
品
や
資
金
調
達
の
自
給
・
自

立
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
日
本
へ
の
流
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
本

国
経
済
と
日
本
経
済
と
の
相
互
補
完
性
が
弱
体
化
し
て
い
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
三
〇
年
代
に
高
橋
財
政
に
支
え
ら
れ
て
日
本
が
急
速
に
生
産

を
増
大
さ
せ
た
こ
と
が
、
英
領
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国

か
ら
の
一
次
産
品
輸
入
を
増
大
さ
せ
、
世
界
経
済
回
復
に
重
大
な
影
響

力
を
も
っ
た
こ
と
を
、
イ
ギ
リ
ス
は
高
く
評
価
し
た
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
は
鉄
道
建
設
な
ど
に
投
資
し
た
資
本
の
回
収
を
は

か
る
た
め
、
戦
間
期
に
お
け
る
中
国
の
工
業
化
と
経
済
発
展
に
期
待
を

寄
せ
た
。
ま
た
、
同
時
期
の
中
国
と
の
貿
易
関
係
に
お
い
て
も
、
イ
ギ

リ
ス
本
国
の
占
め
る
割
合
は
大
き
く
な
か
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
全

体
と
の
貿
易
は
首
位
で
あ
り
、
資
本
財
の
市
場
と
し
て
も
期
待
が
も
て

た
。
こ
う
し
た
期
待
は
三
〇
年
代
に
も
持
続
さ
れ
、
金
融
危
機
が
貿
易

拡
大
の
障
害
に
な
る
か
に
見
え
た
が
、
一
九
三
五
年
の
国
民
党
に
よ
る

幣
制
改
革
に
よ
っ
て
危
機
を
脱
し
、
シ
テ
ィ
の
金
融
利
害
が
擁
護
さ
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。

秋
田
論
文
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
が
重
視
す
る
シ
テ
ィ

の
金
融
的
利
害
が
、
日
本
や
中
国
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
の
工
業
化
と
首
尾

一
貫
し
て
強
い
親
和
性
・
相
互
補
完
性
を
も
っ
て
い
る
面
を
明
ら
か
に

し
て
お
り
、
国
際
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
に
新
た
な
光
を
あ
て

た
業
績
と
し
て
、
大
変
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
認
識
は
、
従
来
閉
鎖
的

な
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
国
を
、
国

際
経
済
に
と
っ
て
は
開
放
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
全
く
逆
の

解
釈
を
示
し
、
日
印
会
商
な
ど
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
対
応
を
日
本
に

対
す
る
　
「
経
済
的
宥
和
政
策
」
　
の
文
脈
で
再
把
握
し
た
こ
と
な
ど
、
注

目
す
べ
き
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
籠
谷
直
人
氏
の
　
「
ア
ジ
ア
国
際

通
商
秩
序
と
近
代
日
本
」
　
と
い
う
大
部
の
著
書
に
は
、
そ
う
し
た
成
果

が
結
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
の
木
畑
論
文
が
明
ら
か
に
し
た
束
ア

ジ
ア
の
国
際
関
係
に
お
け
る
可
能
性
も
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義

論
に
よ
る
経
済
分
析
と
の
大
き
な
関
連
性
を
も
っ
て
提
起
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
、
本
書
の
堀
論
文
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
政
治
的
要
素

が
強
く
介
在
し
た
日
本
帝
国
内
部
で
の
貿
易
の
急
増
と
植
民
地
の
工
業

化
、
「
日
本
帝
国
経
済
国
の
相
対
的
自
立
性
」
の
高
ま
り
と
い
う
認
諾
は
、

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
に
よ
る
経
済
の
国
際
的
な
相
互
補
完
性
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と
い
う
理
解
と
は
大
き
な
隔
た
り
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
石
井
論
文

は
、
ア
ジ
ア
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
は
全
く
違
っ
た
コ
ミ
ッ
ト
の
仕
方

を
見
せ
る
ア
メ
リ
カ
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
、
ア
メ
リ
カ
に
一
方
的
に

依
存
す
る
日
本
経
済
の
あ
り
方
を
改
め
て
問
題
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
業
競
は
、
ど
う
も
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
で
は
把
握
で
き
な

い
要
素
を
際
立
た
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本

主
義
論
に
基
づ
い
て
、
一
九
三
〇
年
代
の
束
ア
ジ
ア
国
際
経
済
に
お
け

る
相
互
補
完
性
・
協
調
性
の
m
面
に
光
を
あ
て
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
逆

に
、
そ
の
議
論
で
は
見
え
て
こ
な
い
諸
要
素
を
再
認
識
さ
せ
た
と
い
う

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
本
書
を
よ
り
興
味

深
い
も
の
に
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
浅
水
杜
、
二
〇
〇
一
年
、
Å
5
判
、
三
三
四
頁
、
定
価
三
五
〇
〇
円
(
本
体
)
〕

(
広
島
県
立
文
書
館
)
　
(
西
向
)

(
島
根
大
学
教
育
学
部
)
　
(
富
澤
)

(
広
島
大
学
総
合
科
学
部
)
　
(
布
川
)
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